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◇ご連絡事項◇
1．本年のスローガンは自分を注ぎ出すです。そのためにはキングダムライフを味わうことです。

私たちが味わったものが自然と流れ出るのです。

2．4月の収支は、収入：347,000円、支出：247,054円でした。

3． 6月に英国の Penny さんが来日され、1 ヶ月間滞在されます。日本語を学ぶためですの

で、自由に交わって下さい。ホスピタリティの提供も歓迎します。

4．The Way of The Spiritの日本語サイトが立ち上がりました（www.thewayofthespirit.jp/）。
現在教材を翻訳中です。神から直接に聞くことができるコースです。

5．種々の経費は公費でまかないますので、ご遠慮なくご請求下さい。

キングダム・フェロシップ・チャーチ

週 報

2007.05.06

イエスの祭司的祈り⑤

イエスの究極の願いは何でしょうか？それは御子が御父を現され、御父を証しされることによ

り、私たちも御父を知るようになることです。御父は世の基が置かれる前からイエスを愛され、そ

の愛の中で交わりを持っておられました。この方が肉体を取られて人類の時間と空間に介入し

て下さったのです。神を見た者は誰もいませんが、ただ御子だけが神を証しされたのです。御

子は御父を証しされ、御霊は御子を証しされます。こうして三位一体の神が私たちのうちで実

体化されるのです。神は幕屋や神殿の至聖所ではなく、人の霊のうちに住まい、人を住まいと

される方です。このような考えは人には思い浮かびもしませんが、神がそれを望まれるのです。

何という栄光でしょう！私たちはこのようにして御子の栄光に与りますが、この時注意すべきは

人からの栄光を受けないことです。人による誉れは虚しく、人をスポイルします。これはこのキリ

スト教界を見ていれば容易に分かることです。それを意志を用いて拒否すること。現経綸にお

いてはキリストの栄光とは十字架であり、それは死を経て、復活に至ることによって現れます。こ

の時、私たちがイエスのおられるところにいることを実感するでしょう。それは天の御座です。そ

して私たちのうちに父・子・聖霊が住まう時、キリストが私たちの内におられ、また父の愛が私た

ちの内に、またお互いの間にあるようになるのです。このような愛による相互の住み合いこそが

神のご目的であり、それは信仰によるのです。ポイントは愛によって働く信仰です！
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◇ローカル・フェロシップ◇

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができ

る場です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗

って下さいます。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいロ

ーカル・フェロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイント

を祈ります。なお名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■ 各地のフェロシップ

■ 学び会：The Way of the Spirit 主日午前 10：00­ 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇

■ KFCのために

・ 父と子が御霊によって私たちのうちに住まいを作られます。この方の名と愛の中に留ま

りましょう。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ 新しいチャペルのために（飛躍の前に洗練され、かがむ必要があります）

・ 本の出版などの働きのための必要の満たしと、具体的導きのために

・ KFCのメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。

傷病にあるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・ パスターと家族の健康が支えられ、主の守りがあり、メッセージやカレッジのためのいっさ

いの必要が満たされ、キリストの豊かな油注ぎと油塗りがあるように。

・ 教会の事務、長老や執事の重荷を負って下さる方が与えられるように。

■ 日本や世界のために
・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となることができるよう

に。

・ テロの横行に対して、敵の業を阻止するために。北朝鮮のミサイルによる挑発や拉致被

害者の家族のために。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。安倍さんは統一協会との関係があります。欺瞞によるなし崩し

的動きが顕著になっています。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ キリスト教界のために。諸々の自己を動機とする偽りの教えやムーヴメントに欺かれること

がないように。まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされるように。

・ 中東の混乱に対して。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイスラムの人もイエスを

知ることができるように。イスラエルとアメリカがこれ以上の欺瞞を続けないように。


